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石巻の人口と世帯数 　平成１９年２月１日現在 
（　）内は昨年同月比 

81,528人　（－767人） 

168,739人（－1,415人） 

87,211人   （－648人） 

59,655世帯（＋474世帯） 

編　集　後　記
今年の冬、雪がほとんど降らないのは、地球温暖化の影響でしょうか？
先日のテレビ番組で、地球の平均気温が既に約0.8度も上昇し、1.0度上昇するとサンゴ礁

が絶滅すると放送していました。つまりあと0.2度上昇するとサンゴ礁が絶滅し、生態系が
変化して我々が食べている魚が食べられなくなるかもしれないということのようです。市役
所でもこのような温暖化対策としてクールビズやウォームビズなどを実践し温暖化防止に努
めています。私自身としてもできることからエコライフに努め、将来の子どもたちが安心し
て暮らせるよう心がけていきたいと思います。（文）

子育て支援コーナー
なかよし保育園子育て支援センター

（1９６‐４５５１・ＦＡＸ２２‐９８８１）
★親子教室
¡１歳６カ月～２歳５カ月　６日c

¡２歳６カ月以上　　　　 １３日c

★すくすく赤ちゃん
¡ネンネ・寝返りグループ　１日e

¡ハイハイ・ヨチヨチグループ　８日e

★ツインズ・デー ９日f

※双子、三つ子の子育て中の方ならどなたでも参加できます。
いずれも午前１０時～１１時３０分　費用無料、申し込み不要

市子育て支援センター
（はまなす保育所内1・ＦＡＸ２４‐１２６０）

★あそびの広場
年齢別グループで、ふれあい遊び・工作などを行います。
指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。

¡０歳～１歳半　　２日f・１６日f

¡１歳半～２歳　　９日f

¡２歳～２歳半　 １４日d

¡２歳半～３歳　　７日d

¡３歳～３歳半　 １３日c

¡３歳半以上　　　６日c

いずれも午前１０時～１１時　費用無料、申し込み不要
（受付時間は午前９時３０分～９時５０分）

河北子育て支援センター
（飯野川保育所内1６１‐１６０１・ＦＡＸ６２‐２３５９）

★あそびのひろば
子育て支援センターにきて、遊びませんか。
７日d リズムに乗って楽しもう
１５日e お別れ会（要参加申し込み）
（毎週　月・水・木曜日　利用時間：午前１０時～１１時３０分）

河南子育て支援センターパプラ（1・ＦＡＸ７２‐４６７０）
★わいわいサロン
（２人の指導員と親子で遊びましょう。申し込みは不要です。）
農村環境改善センター２階（パプラ）午前９時３０分～１１時３０分
¡０・１歳親子
６日c 絵本の読み聞かせ
１３日c 「ペコちゃんポコちゃん」
２０日c サロントーキング

¡２歳以上親子
１日e 制作『おひなさま』
８日e おばあちゃんの読み聞かせ
２２日e サロントーキング
親子の上靴・飲み物・着替えなどをお持ちください。
★でんわ相談・来所相談…ひとりで悩まないで！（月～金）
★スクエア子育てひろば『おわかれ会』
早いもので、今年度最後の行事となりました。子育てひろ

ばを修了する親子さんや来年度も更新する親子さん、すべて
のスクエア会員の皆さんと共に、この１年の成長をお祝いし
たいと思います。また、今回は、『みやぎわっこの会』による
親子ビクスもありますので、お楽しみに！
１５日e 午前９時４５分受付開始
ところ 農村環境改善センター（多目的ホール）
参加費 １家族３２０円（郵送料・材料費・写真代）
持ち物 上履き・おやつ・我が子へのメッセージ

（カードはパプラにあります）
申込方法 会費を添えて、３月９日fまで申し込み。

桃生地区子育て支援事業（桃生保健センター1７６‐３３６０）
★遊びの広場
ところ 桃生保健センター

７日d、１４日d、２８日d

ところ 桃生文化交流会館（1７６‐３４１８）
３日g、１０日g、１７日g、２４日g

※いずれも午前９時３０分から
★親と子の遊びの広場出前事業
ところ 神取いきいき交流センター

２０日c 午前９時３０分～
★子育て電話相談 ５日b 1７６‐３３６０

北上地区ひまわり子育て支援
★ひまわりキッズ 午前１０時～１１時３０分
ところ 北上保健センター（1６７‐２３０１）

７日d・１４日d・２８日d

牡鹿地区子育て支援事業
（牡鹿保健福祉センター1４５‐２１１３）

★離乳食教室
離乳食の正しい知識と調理法を学びましょう。

２３日f 午前９時３０分～
ところ 牡鹿保健福祉センター「清優館」
対　象 ３カ月健診受診後～おおむね１歳６カ月の子どもと

その保護者の方
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宏

『
風
林
火
山
』
Ｃ
Ｔ

健
康
コ
ラ
ム

今
年
１
月
７
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
『
風
林
火
山
』

が
始
ま
り
ま
し
た
。『
風
林
火

山
』
と
言
う
と
思
い
浮
か
ぶ
の

が
戦
国
時
代
の
武
将
、
武
田
信

玄
で
す
。疾は

や

き
こ
と
風
の
如
く
、

徐し
ず

か
な
る
こ
と
林
の
如
く
、
侵し
ん

掠り
ゃ
く

す
る
こ
と
火
の
如
く
、
動

か
ざ
る
こ
と
山
の
如
く
。
信
玄

の
旗
印
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有

名
で
す
。

そ
の
信
玄
も
天
正
元
（
１
５

７
３
）
年
、
５３
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。諸
説
あ
り
ま
す
が
、

死
因
は
胃
癌
や
結
核
、
肝
臓
病

が
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
皆

さ
ん
の
健
康
は
い
か
が
で
す

か
？昨

年
１２
月
に
、
当
院
で
は
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
卓
越
し
た
検
査
性
能
を

持
つ
全
身
用
６４
列
多
検
出
器
型

Ｃ
Ｔ
（
以
下M

D
C
T：
m
ulti-

detector
CT

）
を
石
巻
圏
で
は

初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

M
D
CT

で
は
一
度
に
沢
山
の
断

層
撮
影
が
で
き
ま
す
。
４
列
、

８
列
、
・
・
６４
列
と
検
出
器
が

多
く
な
る
ほ
ど
、
一
回
に
撮
影

で
き
る
範
囲
は
広
が
り
、
息
を

止
め
る
時
間
も
短
く
な
り
ま

す
。
速●

き●

こ
と
風
の
如
く
。
装

置
内
部
で
は
、
Ｘ
線
管
球
と
検

出
器
が
高
速
回
転
し
て
い
ま
す

が
、
音
は
静
か
で
す
。
静●

か●

な

る
こ
と
林
の
如
く
。
最
新
技
術

を
駆
使
し
、
最
大
限
の
情
報
を

提
供
出
来
る
様
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
熱
く
燃
え
て
お
り
ま
す
。

診●

療●

す
る
こ
と
火
の
如
く
。
Ｃ

Ｔ
装
置
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
仰
向

け
に
寝
て
、
体
を
動
か
さ
な
い

で
い
て
く
だ
さ
い
。
動●

か●

ざ
る

こ
と
山
の
如
く
。

近
年
、
放
射
線
診
断
装
置
の

技
術
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
、
体
の
金
属
（
勤
続
）

疲
労
を
起
こ
す
前
に
一
度
、

『
風
林
火
山
』
Ｃ
Ｔ
で
検
査
を

受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

市立病院　診療放射線室
副技師長

稲 見 清 和

近
代
化
遺
産
と
は
、
我
が
国
の
近
代
化
の
中
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
産
業
・
交
通
・
土
木
等
に
関
わ
る
遺
産
で
、
そ
の

多
く
は
文
化
財
と
し
て
の
保
護
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
後
の
急
激
な
技
術
革
新
や
産

業
構
造
の
変
化
の
中
で
、
県
民
の
財
産
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く

姿
を
消
し
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
老
朽
化
で

姿
を
消
し
た
土
木
建
造
物
に
、
飯
野
川
可
動
堰
が
あ
り
、
月
浜

第
一
水
門
（
昭
和
三
年
完
成
）
も
、
間
も
な
く
新
し
い
水
門
に

変
わ
り
ま
す
。

明
治
四
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
北
上
川
第
一
期
改
修
工
事
の
内

容
は
、
洪
水
水
量
を
分
け
る
た
め
、
柳
津
（
登
米
市
津
山
町
）

か
ら
飯
野
川
に
至
る
、
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
新
川
を
掘

削
し
、
旧
川
と
の
分
流
地
に
、
脇
谷
水
門
・
閘こ

う

門も
ん

、
鴇と
き

波
洗
堰

な
み
あ
ら
い
ぜ
き

を
設
け
て
、
新
川
に
八
五
％
、
旧
川
に
一
五
％
流
す
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

新
川
の
飯
野
川
地
内
に
は
、
灌か

ん

漑が
い

用
水
の
確
保
・
水
量
調
節

な
ど
の
施
設
と
し
て
可
動
堰
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
、
大
正

一
四
年
五
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
可
動
堰
と
は
、
洪
水
時
に
水

面
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
自

由
に
流
水
量
の
調
節
が
で
き
る

堰
で
、
飯
野
川
可
動
堰
の
ゲ
ー

ト
が
、
河
北
地
区
の
成
田
に
保

存
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
土
木
技
術
の
総
力
を

結
集
し
て
築
造
さ
れ
、
昭
和
七

年
二
月
に
竣
工
。
堰
長

せ
き
ち
ょ
う

四
〇

八
・
九
メ
ー
ト
ル
、
上
部
に
飯

野
川
橋
を
設
け
た
、
当
時
、
東

洋
一
の
規
模
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
飯
野
川
可
動
堰
は
、
三
〇

数
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
機
能

を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
が
、

計
画
流
量
の
増
加
・
老
朽

化
・
操
作
維
持
管
理
上
の
問

題
か
ら
改
築
が
必
要
と
な

り
、
北
上
大
堰
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

北
上
大
堰
は
、
旧
北
上
川

へ
の
分
流
・
灌
漑
用
水
の
確

保
・
塩
害
防
止
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
河
口
か
ら
一
七
・

二
キ
ロ
の
地
点
、
旧
河
北
町

根
岸
と
外
吉
野
間
に
新
設
し
た
堰
で
す
。
規
模
は
、
メ
イ
ン
ゲ

ー
ト
三
門
、
サ
イ
ド
ゲ
ー
ト
三
門
で
、
総
延
長
三
四
〇
メ
ー
ト

ル
、
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
パ
ン
（
支
柱
間
の

距
離
）
で
あ
り
、
河
川
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ト
と
し

て
は
日
本
最
大
の
規
模
を
有
す
る
も
の
で
す
。
川
を
遡
上

そ
じ
ょ
う

す
る

魚
の
種
類
は
、
サ
ケ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
・
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
・
ウ
ナ

ギ
・
な
ど
で
、
魚
道
の
対
象
と
し
て
、
サ
ケ
と
ア
ユ
に
代
表
さ

せ
て
堰
の
両
岸
に
魚
道
を
設
け
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
昭
和
四
三
年
着
工
、
同
五
〇
年
十
一
月
に
堰
本
体

が
、
同
五
三
年
管
理
施
設
の
完
成
。
そ
の
間
に
、
新
飯
野
川
橋

の
架
橋
（
昭
和
四
九
年
）、
飯
野
川
可
動
堰
の
撤
去
（
昭
和
五

八
年
）、
河
道
掘
削
な
ど
を
行
い
、
同
五
九
年
に
事
業
が
完
了

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
堰
で
あ
る
た
め
、
本
川
か
ら
追
波
湾
へ

の
船
航
行
の
閘
門
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

北
上
大
堰
の
管
理
所
は
、
大
堰
や
北
上
川
が
一
望
で
き
る
右

岸
の
小
高
い
丘
の
中
腹
に
設
け
ら
れ
、資
料
保
存
室
も
併
設
し
、

土
木
技
術
史
上
の
貴
重
な
資
料
を
保
存
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

飯野川可動堰のゲートと北上大堰

飯野川橋・飯野川可動堰
（『ふるさとかほくの歴史』旧河北町・河北町文化祭実行委員会発行より転載）


